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鹿児島県立図書館鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。

鹿児島県では，｢第３次鹿児島県子ども読書活動推進計画」に基づき，「いつも身近に１冊の本
を」をキャッチフレーズに「１日20分読書」運動を実施しています。県立図書館では，この一環と
して，親子読書の進め方や親子読書活動の在り方について学ぶ「親子読書研修会」を開催します。

平成28年６月26日（日） 午後１時から午後４時30分まで日 時：
かごしま県民交流センター（県民ホール）場 所：

内 容：講演 演題：「人生を支える一冊」
講師：横山 眞佐子 氏（こどもの広場代表）

「おやこ一冊読書」について，取組発表・実演 等
定 員：６００人
申込方法：県立図書館や公共図書館（室）等に置いてある，「親子読書研修会」

のチラシ裏の様式により郵送，ＦＡＸ又はＥメールで申し込んでくだ
さい。
※ お近くの公共図書館（室），学校又は幼稚園等ごとにまとめて申し込むこともできます。

申込締切：平成28年６月10日（金） 必着

今回は県立図書館のレファレンス（調査相談）カウンターで，よく利用する図書を紹介します。
まずは （南日本新聞社/出版 1981年）。鹿児島の偉人や名所など，「鹿児『鹿児島大百科事典』

島の人/事/物」を調べるときに最初に開いてほしい１冊です。
例えば，郷土菓子「あくまき」について調べるとします。一般的な辞書類には，「あくまき」は

あまり載っていませんが，『鹿児島大百科事典』には，端午の節句に作られる鹿児島の独特の餅で
あることが書かれています。さらに，島津義弘公に関する由来があることや，材料・作り方まで紹
介されており，「あくまき」について色々なことを知ることができます。他にも，「鹿児島の食文
化」を調べるときは，「日本の食生活全集シリーズ」の第４６巻 （農山『聞き書 鹿児島の食事』

漁村文化協会/出版 1989年）や （春苑堂書店 1969年）も参考になります。すべ『かごしまの味』

て２階の郷土資料コーナーにありますので，調べものがあるときは，ぜひ御利用ください。

《一般書》５月１３日（金） 《一般書》５月２２日（日）

○ 『五代友厚と渋沢栄一』 洋泉社

○ 『スマート防災』山村武彦/著 ぎょうせい

○ 『日本の火山』山と渓谷社/編 山と渓谷社

○ 『余命二億円』周防柳/著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

○ 『スタンフォード大学 夢をかなえる集中講義』

ティナ・シーリング/著 ＣＣＣメディアハウス

○『あしたがすき』 指田和/文 阿部恭子/絵 ポプラ社

○『夏のおわり』 長谷川集平/著 復刊ドットコム

○『べんり屋，寺岡の春。』 中山聖子/作 文研出版

○『奇跡の犬，ウィル』 吉田太郎/著 セブン＆アイ出版

○『百人一首人物大事典』 渡部泰明/監修 金の星社

県内読書グループ
による「おやこ一冊
読書」の取組発表や
実演もあります。
多くの方の御参加
をお待ちしておりま
す。
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企画展 ５月13日(金)～６月15日(水)○

「社会教育施設クラフト・パネル展」

県内の８か所の青少年社会教育施設をパネルで紹介
し，８施設分のクラフト作品を展示します。

○児童文化室ミニ展示 ５月24日(火)～６月22日(水)

「あなたはイヌ派？ネコ派？」

イヌとネコが登場する本を紹介。絵本
の他に，育て方の本なども紹介します。

○一般閲覧室ミニ展示

６月１日(水)～７月５日(火)

「オリンピック！～スポーツの本あれこれ～」

もうすぐリオデジャネイロオリンピック。過去のオ
リンピックの様子を伝える本やスポーツ競技，アスリ
ートに関する本を紹介します。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時*ヒント*

※ 児童文化室は19時まで今年の干支にもなっているどうぶつだよ。
ことし え と

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

休館日。は，

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。★

は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。◆

は，一般閲覧室新着図書の日（５月31日,６月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（５月22日）。

『ももたろう』

松井 直 /文 赤羽末 吉/絵（福 音 館書 店）
まついただし ぶん あかばすえきち え ふくいんかんしよてん

からのクイズです。

おおきくなったももたろうは，おにがしま
へおにたいじに行きますが，とちゅうでであ
うどうぶつもいっしょに行くことになりま
す。そのどうぶつは，いぬときじ，あといっ
ぴきはなんのどうぶつでしょうか？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，６月１４日（火）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち か い せい

解者のなかから 抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「たまご」でした。たくさんの御応募ありが
ぜんかい こた ご おう ぼ

とうございました。

今回紹介していただいた宝本は，にしまきかやこ絵・文の『わたしのワンピース』(こぐま社)です。

お父さんがお土産に買ってきてくれた本です。うさぎこれは，わたしが小さい時に

さんが作ったワンピースを着て，お花畑を散歩すると，ワンピースが花模様にな
ります。白いワンピースがお花の模様になったり，水玉模様になったり，次々と
柄が変わるのがおもしろくて，このワンピースがほしくなりました。この不思議
なワンピースが出てくる本は，いつもわたしをワクワクさせてくれます。

県立図書館には，メディアで紹介された本や他
の施設での企画展に関連した本を借りに来られる
方が多くいらっしゃいます。
先日も「この前，新聞で紹介された○○○の本

はどこにありますか。」とか「昨日テレビで出て
いた人の本があると思うのだけど本の名前を忘れ
たから教えて。」等々の依頼が図書館職員にあり
ました。そんな時，素早く，的確に利用者の方に
本を手渡すことができ利用者の方が「これこれ」
というような満足した顔で借りていかれる瞬間
は，図書館職員にとってまさに至福の時です。
私たち図書館職員は，利用者のニーズに応え，

多くの方に喜んで帰っていただけるように，日頃
から読書に関する情報のアンテナを高くし，専門
性を高めるために日々，努力していきたいと思い
ます。


